
情報活用能力系統表（中学年）　【R８年度】

A　知識及び B　思考力、判断力、表現力 C　学びに向かう力・人間性等

（ｱ）様々な図書や辞書を使って情報を集める
（ｱ）集めた情報を分類したり、順番を付けたりし
て整理する

（ｲ）見学・実験・観察などで情報を集める
（ｲ）事実や他者の考えと自分の考え、分かってい
ることとたずねられていることなど、文章に書か
れていることを分類して情報を整理する

（ｲ）情報モラルの大切さが分かり、発信する情報
の適正さを考え行動しようとする

（ｳ）インターネットで情報を集める （ｳ）表やグラフに表して、情報を整理する （ｳ）自分や他人の情報を適切に取り扱おうとする

（ｴ）アンケートを作成、回収して情報を集める （ｴ）見付けた情報から、必要な情報を選択する

（ｵ）目的に応じて、タブレット等で写真を撮影す
る

（ｵ）引用したり要約したりして情報をまとめる
（ｵ）コンピュータや情報通信ネットワークを協力
して使おうとする

（ｶ）資料から、必要な情報を見付ける
（ｶ）大切な言葉や部分を強調してまとめたり、表
現したりする

（ｷ）問題解決の手順はさまざまに工夫することが
できることが分かる

（ｷ）他者の意見と自分の意見を関連させながら表
現する

（ｸ）身近な生活でコンピュータが活用されている
ことに気付く

（ｸ）意図する一連の活動を実現するため、どのよ
うな動きの組み合わせが必要かを考える

（ｹ）自分の情報や他人の情報の大切さが分かる

【考えるための技法】

（ｱ）個人情報の保護や著作権の尊重などの配慮が必要
なことを理解し、それらを大切にしようとする

（ｹ）内容の中心を明確にし、まとまりをつくったり、
自分の考えと理由の関係を明確にしたりしてまとめる

（ｴ）身の回りにはさまざまな情報機器が利用されていること
に気付くとともに、目的に応じて利用しようとする


